
2024年度（第 17回） １，事業報告 

【１】内部研修   

(1)定例会の実施報告(年間 6回) 場所：助け合いネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年は、居住支援部会に於いては、「ひょうごん福祉ネット居住支援連絡会」の設立の 

案があり、例会・部会以外にグループライン等で活発な意見交換が交わされました。 

生活支援部会も定例になった神戸市との意見交換を行うだけでなく、「地域包括ケア市民研 

究会神戸」（CS 神戸）との情報交換・意見交換を数回行い、双方の意見をまとめて神戸市介護 

保険課と意見交換会を行いました。 

そのため、例会で団体発表を予定していましたが時間が足りず一度も出来ませんでした。 

 

(2)役員会の実施報告 

 

 
 

 
 
（3）会員総会の報告 

  6 月 2 日（日）15：00～18：00 総会・研修・親睦会 

      研修テーマ 「地域協働局のめざしていること、NPO 支援政策などについて」 

      ゲスト 神戸市地域協働局地域活性化 課長 江藤昌宏氏 

 

 

【２】各部会の実施報告 

【居住支援部会】リーダー（公財）神戸ＹＷＣＡ/寺内  

2024 年度の国土交通省の補助金応募条件に、居住支援に関するセミナーや相談会等を地方公共団体と

共同開催することや、地方公共団体との定期的な会議・意見交換会の開催等が加わり、今年度は兵庫

県主催の研修を共催すること、県下の居住支援法人のグループ化について、兵庫県から提案があった。 

兵庫県の 11 月と 1 月の研修会に共催。11 月研修では事例を提供した。 

月 日 曜 内     容 参加 発表 

5 月 2 日 木 事業計画、総会終了後の研修、HP リニューアルの件、他 12  

7 月 4 日 木 3 部会からの報告、 HP リニューアルの件、他 8 中止 

9 月 5 日 木 居住支援連絡会について、 HP リニューアルの件、他 11 中止 

11 月 7 日 木 福祉ネット居住支援連絡会設立の件、3 部会の報告、他 13 中止 

1 月 9 日 木 3 部会からの報告、新規会員の紹介、各団体の報告、他 11 中止  

3 月 6 日 木 2024 年度の事業計画の進捗状況と振り返り、次年度の組

織体制と事業計画について、他 
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月 日 曜      内      容 参加数 

4月 11日 土 新年度事業計画について、その他  ６ 



また、居住支援法人のグループ化については、9 月 30 日付でひょうごん福祉ネット居住支援連絡会を

立ち上げた。 

○研修 

兵庫県・神戸市研修 

開催日 内容（場所） 主催 

8月1日 

居住支援シンポジウム2024 

「身寄りのない高齢者支援について」 

（中央区文化センター） 

神戸市居住支援協議会 

8月16日 

令和6年度居住支援委員会拡大会議 

「居住支援法人と自治体との連携について」 

（ラッセホール） 

ひょうご住まいづくり

協議会 

11月22日 

令和6年度居住支援団体研修会 

「居住支援団体同士の連携と他都市の先進事例の紹介」 

（ラッセホール） 

ひょうご住まいづくり

協議会 

1月23日 

令和6年度居住支援団体活動報告会 

「残置物処理について」 

（ラッセホール） 

ひょうご住まいづくり

協議会 

 

○ひょうごん福祉ネット居住支援連絡会（14 団体） 

＊ 役職 団体名 

○ 会長 （会長）認定ＮＰＯ法人 東灘地域助け合いネットワーク 

○ 副会長 （副会長）公益財団法人神戸ＹＷＣＡ 

○  特定非営利活動法人 福祉ネットワーク西須磨だんらん 

○  特定非営利活動法人 神戸西助け合いネットワーク 

○  認定ＮＰＯ法人 はんしん高齢者くらしの相談室 

○  公益財団法人ＰＨＤ協会 

○  特定非営利活動法人 まなびと 

○  認定ＮＰＯ法人 宝塚ＮＰＯセンター 

  一般社団法人兵庫県社会福祉士会 

  一般社団法人アフレル 

  一般社団法人 officeひと房の葡萄 

  株式会社護神會 

  株式会社こさき福祉法務事務所 

  クオリティライフ株式会社 

＊ひょうごん福祉ネット加盟団体 

 

第 1 回ひょうごん福祉ネット居住支援連絡会 

日時：２０２５年１月７日（火）１４：００～１６：００ 

場所：神戸ＹＷＣＡ会館４０２・４０３号室 

出席者：吉岡潤治（兵庫県まちづくり部住宅政策課 副課長兼住宅行政班長）、 

竹内修作（兵庫県まちづくり部住宅政策課住宅行政班） 

12 団体 17 人出席。 

 



 

【生活支援部会】リーダーコープくらしの助け合いの会/松永 

【勉強会の報告】 

日時 11 月 26 日（火）第 1 部 10 時～12 時（5 団体 9 人）第 2 部 15 時～17 時 （8 団体 16 人） 

 【目的】   

参加団体の活動を知り、生活支援のサービスでの、ヒヤリハット事例、失敗したこと、工夫してうま

くいったこと、保険対応の事例を共有し合って、サービスの質向上と事業運営の参考とする。 

【会場】 西須磨だんらん 

【参加団体】 

西須磨だんらん・YWCA・ねこの手・リーフグリ

ーン・助け合い NT・ライフケア・神戸西助け合

い・COM・花たば・こたつむり・コープくらしの

助け合いの会 

【進め方】事前にアンケートを実施し、結果をも

とに事例発表や意見交換を行った。 

【当日出た意見や感想などのまとめ】 

1）トラブルなど 

・電気シャッターが動かなくなった。 

・事故は初動が大切（すぐ現場を見に行くなど） 

・利用者宅の掃除機が劣化していて、先が取れた

りなどの物損事故があった。 

・事故の時に限らず毎月 1 回モニタリング（現場

を見に行く）をしている。 

2）ゴミ出しについて 

・利用者宅の物品の廃棄は、本人はかまわなくて

も、家族の思い出の品のこともあるので慎重に。 

・ゴミ出しからその人の暮らしの変化がわかり、生活のサポートにつながる。 

・ゴミ出しはゴミ屋敷化をふせぐ大切な活動。 

・花たばでは、学校のボランティア部と連携。ゴミ出 

しの利用者が灘区で 70 件ある中、ボランティアは 30 

人。今後身寄りのない独居老人が増えていく中で、ゴミ 

出しは環境局の問題ではないか？ 

【その他】 

この日、第 1 部と第 2 部の間の時間を利用して、朱 

晴さんのデイサービス「レイシャスレーベンすばる」 

（須磨区大田町）を、希望者で見学。理学療法士、社 

会福祉士、柔道整復師などの専門職スタッフが小規模 

だからこそできる、きめ細かいサービスを提供してい 

ます。                 以上 

 

レイシャスレーベンすばるの店頭で 



 

神戸市と住民主体 Bについての意見交換 2回/村山 

 

【日時】2025年 1月 10日（金）場所：助け合いネット 

【参加者】（神戸市福祉局介護保険課）本田範係長・岩林恵奈 

（こたつむり）井上、（だんらん）宗政、（リーフグリーン）麻田、 

（YWCA）寺内・藤井、（花たば）須見・辻本、（助け合いネット）井上・村山 

質問：神戸市は住民主体 Bについてどのようにお考えですか。 

神戸市独自の方針は考えてない。地域資源を把握し、団体の側面的支援を検討したい。 

要望：ゴミ出し月 1回の限定を緩和してほしい 

従来通りの支給ルールから変更はない。 

要望：サービス担当者会議必須を緩和してほしい 

住民主体Ｂを追加するのは利用者の状態に変化があったためで、担当者会議は必須。 

要望：1号と 2号サービスの一部区分見直し 

制度になるためできない。 

要望：補助金予算上限 250万円とあるが、その 5％程度にとどまり、使い勝手が悪い。 

R７は間に合わない。約束できないが必要な予算として要求の努力をする。    

 

 

【日時】2025年 3月 27日（木）10:00～11:00場所：神戸市役所 

【参加者】「神戸市」（介護保険課）濱課長、松尾課長、（介護保険課係）本田係長、 

「地域包括ケア市民研究会神戸」（神戸老人ホーム）伊賀、（CS 神戸）中村、小林、山村 

「福祉ネット」（リーフグリーン）麻田、（助け合いネット）井上、村山 

村山：R7 は予算に間に合わないとの事なので、社会的実験等で本事業の必要性を実証してほしい。 

・住民主体 B と自主事業は違うことを理解してほしい。ゴミ出しはわかりやすいが、生活支 

援はわかりにくい。どちらも不可欠な事業である。 

中村：自主事業は行政にはみえていないが、生活の重要な部分であるので、隠れた実態を 

把握していただきたい。 

濱  ：今後も現場の状況を教えていただきたい。介護保険財源は制限があるのでできる範囲で考えて

いく。状況も共通理解のもと進めていきたい。 

【今後の展開】 

・こちらから働きかけをし意見交換の機会を定期的に持つ。 

・自主事業の実態を見える化するため、ひょうごん福祉ネット他生活支援をしている団体に 

調査をする方向で検討する。調査項目は研究者の助言を得るため、助成金の獲得を目指す。 

 

 

 



【居場所部会】リーダーNPO ひまわり会/井上（副：つどいの家/藤井） 

月日 場所 内容 参加 

10/3 （ 木 ） 

12：30～15：00 

認定 NPO 法人 

まなびと 

三宮駅に集合。「民間学童保育施設北野くん家」を訪問。 

「シェアハウスペンギンズ」「放課後デイサービスあるま 

じろ」「ちいき食堂まどゐ」を見学。 

7 名 

12/5 （ 木 ） 

10：00～11：45 

NPO 法人 

リーフグリーン 

JR 鷹取駅に集合。たかとり教会敷地内の「リーフグリー 

ン」を訪問。 
3 名 

【認定 NPO 法人まなびとの訪問レポート】 

認定 NPO 法人まなびとは、2014年から「すべての人にやりたいことが見つかるまでの”待ち時間”

を提供する」をミッションに、子どもや外国人を対象に地域の居場所づくりを行っています。 

 

「民間学童保育施設 北野くん家」 

宿題を終わらせた子ども達がそれぞれに遊びをする。スタッ 

フに教えてもらったりして色々なものを作る。材料となる段 

ボールなどが集められていた。 

 

「シェアハウス ペンギンズ」 

新神戸駅近くのマンション 12 部屋を借り受け、日本語学校に 

通う外国人留学生のシェアハウスとして 2024 年 4 月開設、 

現在 26 名が暮らしている。訪問したお部屋のリビングルームは 

明るいシャンデリアが備え付けられ、400 ㎡のインドらしい素敵 

なお部屋だった。今後はアルバイトの雇用機会づくりを実施した 

いとのことだった。 

 

「放課後デイサービス あるまじろ」 

2024 年 3 月スタート  

小学校高学年から高校生までの発達障がいのあるお子さん向け 

の放課後等デイサービス。 

定員 20 名。開放感のある明るいスペース。 

 

「ちいき食堂」：「北野くん家」の 1階部分 

2021 年 4 月から地域の人々がご飯を食べながら交流する「ちいき食堂」を週 2 回のペースで実施。       

 

訪問した上記４施設・活動以外の活動もあり、代表の中山さんはひとりひとりにとってやりたいこ

とが見つかるまでの”待ち時間”が大切にされている社会を作りたい。「まなびと」はその思いを胸に、 

多様な学びの場をつくる活動を今後も推進していきたいとの思いを熱く語ってくださった。 

 



【NPO 法人リーフグリーンの訪問レポート】 

リーフグリーンは「こんな事で困っているから助けてほしい」と思っている人と「こんなことならお

手伝いできる」を思っている人がうまく出会い、お互いが生き生きと生活ができる地域社会を目指し

ています。 

 【たかとりコミュニティセンター】 

リーフグリーンはたかとりコミュニティセンターの構成団体のひとつで 1 階に事務所がある。 

たかとりコミュニティセンター（TCC）はカトリックたかとり教会の中に位置し、10 団体の NGO、

NPO が集まっています。阪神淡路大震災をきっかけに救援活動するようになり「TCC」の前身であ

ります「たかとり救援基地」が誕生。現在は神戸市長田区の街を中心に多文化で多彩で豊かなまち

づくりひとづくりを目指し活動している。 

 

【ゆいカフェの様子】 

女性 11 名の参加者でにぎわっていた。皆さん心待ちにしているのが伝わってきた。自由に参加で

き、地域とつながれる場所。元体育の先生による 20 分間のストレッチや筋トレ体操。他、脳トレ

クイズ 3 種類、クリスマスのお土産付き。落語やマジック、音楽などイベントをするときもある。

このゆいカフェのおかげで、道ですれ違っても顔が分かるようになったりしている。ゆいカフェの

前身は、物づくり手芸教室や書道教室であったが、高齢化で活動が衰退を繰り返し、現在の形に落

ち着いている。 

地域の特色（ベトナム人が多い）や地域ニーズに沿って、活動を継続されており、地域に愛されて

いると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 各団体の勉強会・講演会に共催 

    ①神戸コミュティラボさん主催の研修会に参加 

 

 

 

 

 

 

 

②ひょうご居住支援法人連絡会「きづな」 設立総会に参加  

 



 

（3）情報発信事業 

昨年度から持ち越しになっていたリーフレットを今年度に更新するという事業計画を立て、 

予算 10 万円を計上していましたが、作成は中止にしました。理由は加入団体の増減や住所変更 

などが頻繁にあり、その都度再版するには費用も高いため 2019 年度版以来更新していませんで

した。今回、5 年ぶりに更新しても同じことの繰り返しになるため、寿命が短いリーフレットにお

金をかけず、HP 上でリニューアルすることにしました。 

※HP のリニューアル担当は西須磨だんらんから、つどいの家に変わりました。 

 

【ホームページのリニューアル】 

リニューアルの一部をご紹介します。 

★ポイント１：動き 

★ポイント２：楽しさ 

 

 

 

 

 

 



2024年度 構成団体一覧 

1 (特非)てみずの会 14 (特非）神戸西助け合いネットワーク 

2 (認特）東灘地域助け合いネットワーク 15 (特非）福祉ネットワーク西須磨だんらん 

3 コープくらしの助け合いの会 16 (特非）ゆいまーる神戸 

4 (特非)神戸ライフ・ケアー協会ゆとり 17 (特非）福祉ネット星が丘 

5 (認特）はんしん高齢者くらしの相談室 18 富士見ヶ丘コミレス 

６ ゆうネット 19 ＮＰＯひまわり会 

７ (特非)サポートステーション灘・つどいの家 20 (公財)PHD 協会 

8 (特非)花たば 21 (認特)まなびと 

9 (特非)鶴甲サポートセンター 22 ねこの手 

10 (特非)ＣＯＭ総合福祉研究所 23 （公財）ひょうごコミュニティ財団 

11 (公財)神戸ＹＷＣＡ  24 すばる －朱晴－ 

12 （一社）神戸コミュニティラボ 25 （一社）こたつむり（NEW） 

13 (特非）リーフグリーン 26 （認特）宝塚 NPO センター（NEW） 

 

 

 


